
裏面には、営農指導員だよりを掲載しておりますので、ご覧下さい。

〇明和営農センター４月～５月の営業時間について

　平　　日　→　８時４５分～１８時まで（9月30日まで）

　土日祝日　→　８時４５分～１２時まで（5月11日まで）

※昨年と営業時間が異なりますので、ご注意下さい。

ご利用を、宜しくお願い致します。

なりますので、ぜひご購入下さいますよう、お願い致します。

〇軽量サンバイドの返品について

　軽量サンバイドをご使用いただいて、１袋単位で余った方につきましては、令和７年５月

２３日(金)までに明和営農センターまで返品していただきますよう、宜しくお願いします。

　次年度に持ち越してしまいますと、水を含まない等の障害が起きる可能性があるため、全て

メーカーに返品致します。上記期日を過ぎてしまうと、返品が困難となりますので、お手数を

おかけしますが、期日までに返品いただきますよう、宜しくお願い致します。

〇令和７年度JA多気郡ふれあいオンステージのご案内

　令和７年度につきましては、吉本新喜劇&バラエティーショーを開催します。指定の軽飲料水

を４ケースご購入頂きました方に、ご招待券を１枚進呈いたします。先着1200名様のご招待と

ご利用を心よりお待ちしておりますので、宜しくお願い致します。

　平素は、農協事業に格別なるご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　今月より、新年度を迎えることになりました。今年度も宜しくお願い致します。

田植え作業等、たいへんお忙しくなってくると思いますが、体調には十分お気を付けて

作業いただきますよう、宜しくお願い致します。

　また、４月１日より新体制で業務を行っております。営農センター職員一同、皆様の



 

 

 

水稲除草剤 下記を参考にしてください。 

 除草剤散布後は、５日間湛水状態(５～６㎝)を保ち田面が露出しないようにします。また

散布後７日間は落水、かけ流しは控え、入水する場合は、静かに行います。省力処理剤(ジャ

ンボ剤等)は、拡散性に優れていますが強風時の使用は避けます。 

また、季節予報では４月の平均気温は高いと予想されています。気温が高いと雑草の発生

時期及び生育が早くなるので、除草剤の散布は遅れないように適期散布を心がけて下さい。 

ただし田植え後、植え傷みのある場合や苗の活着が悪い場合は、極端な早期散布は避け、

稲の生育を考慮し除草剤散布をやや遅らせる事も検討してください。 

おすすめ除草剤 

初中期一発処理剤     ラオウジャンボ    処理最適期  移植直後 ～１０日    

   イネキングジャンボ  処理最適期  移植後 １～１０日 

ヒエ専用剤        クリンチャージャンボ 処理最適期  移植後 ７～３５日 

             トドメＭＦ乳剤    処理最適期  移植後１４日～ 

体系防除 イモ系雑草対策 マーシェットジャンボ 処理最適期  移植後  ～ ７日 

（初期剤＋中期剤）    フルスコアＺジャンボ 処理最適期  移植後１４～３０日 

 

 

春夏野菜定植のポイント 
 ４月からは春夏野菜の定植時期となってきます。とまと・なす・ピーマン等の苗は、若苗

ですので１２～１５センチのポットへ鉢上げを行い最初の花が咲く直前まで育苗を行いま

す。とまと・なす・ピーマンは、最初の花が咲く直前が定植適期になります。若苗での定植

は、樹ボケや過繁茂になりやすく老化苗は、活着不良になりやすく初期の生育が順調に進み

ません。マルチかけは、定植の１週間～１０日前に行い十分な地温を確保しておきます。 

また、定植前日に弁当肥として潅水代わりに液肥を散布することにより、定植後の活着が

スムーズになります。定植は晴天の午前中に行います。定植時には、ポットと植穴にたっぷ

りと潅水をします。 

南瓜・きゅうり等は定植後に苗帽子や行灯、トンネルなどを使用し初期の生育を促します。 

 

 

 

肥料・農薬など栽培に関するお問い合わせは 

明和営農センター ５２－３０４７ まで 担当の営農指導員が対応致します。 


